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大阪府障害者福祉事業団 求職者等に対するセクシュアルハラスメント防止指針 

 

 

 社会福祉法人大阪府障害者福祉事業団（以下「法人」という。）は、以下の指針に基づき、 

求職者等に対するセクシュアルハラスメント（以下「求職者セクハラ」という。）の防止に努

めます。 

 

１ 目 的 

本指針は、求職者・法人が実施する職員採用に関する活動への参加者・職場実習や職場

見学への参加者（以下「求職者等」という。）が、性的な言動により求職活動や職業の選

択に資する活動（以下「求職活動等」という。）を阻害されることのないよう法人として

の措置を定めます。 

 

２ 対 応 

   法人は、社内情報共有ツールへの掲載や研修をとおして、職員が求職者セクハラに関す 

  る理解と関心を深めるとともに、求職者セクハラを行わないことを徹底することで、すべ 

ての求職者等が安心して求職活動等に専念できる環境を確保します。なお、求職者セクハ

ラを行った職員については、厳正に対処します。 

 

３ 求職活動等 

   求職活動等は、以下の例示のとおりとし、ＳＮＳ等のオンラインを介したものやオンラ

イン上で行われるものも含み、職員が通常就業している場所で行われるものには限らない

ものとします。 

   （１）法人の就職説明会及び面談等への参加 

   （２）法人の採用面接への参加 

   （３）インターンシップへの参加 

   （４）職場実習及び職場見学への参加  

 

４ 求職者セクハラ 

   求職者セクハラは、以下の例示のとおりとし、相手の性別、性的指向又は性自認に関わ

らず該当することがあります。 

   （１）性的な内容の発言 

       ①性的な事実関係を尋ねること 

       ②性的な内容の情報を意図的に流布すること  

   （２）性的な行動 



 
 

       ①性的な関係を強要すること 

       ②必要なく身体に触れること 

       ③わいせつな図画を配布すること  

  

５ 遵守ルール 

   法人は、求職者セクハラを未然に防止するため、以下のルールを定めて遵守します。ま

た、職員には社内情報共有ツールへの掲載、求職者等には予め法人ホームページに掲載し

ている旨を案内することで周知します。 

   （１）コミュニケーションに関するルール 

       ①法人に承認されているツール使用の徹底 

       ②職員の個人携帯(スマホ)による求職者等のＳＮＳの特定やフォローの禁止 

       ③緊急時を除く深夜又は休日の連絡禁止 

   （２）面談等に関するルール 

       ①上司の事前承認がない密室での面談等の禁止 

（オープンスペースでの面談の推奨） 

       ②上司の事前承認がない飲食を伴う面談等の禁止 

       ③身体的接触の禁止 

 

６ 相談体制 

   法人は、求職者等が被害にあった場合や不安を感じた場合に備えて以下の体制を整備し

ます。 

   （１）求職者セクハラ相談窓口の設置 

       ①法人の危機管理室に求職者セクハラ相談窓口を設置します。 

       ②相談方法等については、法人ホームページに掲載します。 

   （２）対応 

       ①危機管理室の担当者が迅速に事実関係を確認します。 

       ②相談者の氏名や相談内容は厳重に管理し、正当な理由なく第三者に開示され

ることはありません。 

③相談したことや事実を報告したことを理由に採用合否に影響を与えることは

一切ありません。 

 

７ 行為者への対処 

法人は、本指針に違反した職員に対し、法人の規則・規程等に基づき、懲戒処分を含む

厳正な処分を行います。 

 

８ 再発の防止 

   法人は、求職者セクハラが発生した事案を徹底検証し、今後同様の事案が発生しないよ

うに再発防止策を検討するとともに、改めて職員へ周知・徹底し、行為者を求職活動等の

業務に関わらせないようにします。 


